
南部市場

会場…松戸市公設地方卸売市場南部市場

圜南部市場0362 ―5809 番

模擬せり（午前10 時４０分か

ら、青果・水産・花）

まぐろ解体実演（午前10 時

から、模擬せりで販売）

野菜・果実・花の即売

ハマグリの皿盛

物産ルーレット

パターゴルフ

輪投げゲーム

サッカーゲーム

ふわふわドーム

松戸太鼓愛好会

ジャズ演奏

（松戸スウィングセピア）

ステキな景品が当たる大抽選

会（抽選は正午から）

ほか

楽しもう １

人気の模擬せり

フリ ーマーケット

不用品でも 、ほかの人 が使えるとい う

ことを 体験的 にわかっても らえる のがフ

リ ーマーケ ット。一度 、ご 来場く ださ い。

日 時…１０月２６日日 午前10 時～午 後2 時

会場 …クリ ーン センタ ー（高柳新田 ）

圖 清掃 管理課ご みを減ら す係

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
環
と
し

て
行
い
ま
す

案 内 図

松戸駅東口から新京成バス「三

矢小台」行き、または「野菊野

団地」行きで、総合卸売市場前

下車徒歩 ２分

市
場
祭
9

7

市
場
の
役
割
や
機
能
の
Ｐ
Ｒ

を
目
的
に
、
市
場

祭
（
し
じ
ょ
う
ま
つ

り
）
を
開
催
し

ま
す
。
青
果

・

水
産
物
・
花
な
ど
の
即

売
や

模
擬
店
の
出
店
な
ど
、

楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

、
ご
来
場

く
だ
さ
い

。

※
両
会
場
と
も
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

北部市場

親子で楽しめる催し 物もたく さん用意されてい ます

案 内 図

馬橋駅東口、または新京成線八

柱駅 ・武蔵野線新八柱駅南口か

ら新京成 バス「小金原団地」行

きで、食品流通センタ ー下車徒

歩１分

いか・開きあじ・鮭の即売

野菜・果実・花の即売

まぐろの解体・即売

（解体は午前10 時から）

豚の丸焼き

産地直売（れんこんほか）

ハワイアンダンス

太鼓・おはやし

カラオケ大会

日本舞踊

ミニS  L

おもちゃの販売

綿あめ販売ほか（子ども会）

プラスバンド（小金高ＯＢ）

煙道体験（市防災対策室）

救命指導（八ヶ崎消防署）

ほか

'97見つけよう松戸inコスモス

日時…10 月１８日出 正午～ 午後 フ時

（タ ウンウォ ッチン グは雨天決行 ／関連イベン トは翌日 に順延）

会場… 江戸川河川 敷コスモ ス畑 （松戸三 郷有料 橋下、右図 参照）

※ロ ニコ 当日 は 、東 葛 飾中 学校駅 伝 開催 のた め、 交通 規制 あり

（午前11 眄～ 正午 の予 定 ）

［庶松戸まち づくり 連絡協議会 「見つけよう 松戸」イベ ント実行 委

員会 （ 聯松戸市 都市整備公 社内）昔３６６－引13 番

イ
ベ

ン

ト

｀＼ 時　間 、 内　　容

催

し

物

10:00 ～

10:30 ～

12 : 00～

13 二00～

15 : 30

(世界のエ

ンターテ

イメント)

開会式 、ロゴマークの発表と表彰

講演会「おもしろカルチャートーク～アメリ

カの隣人たちに学んだ人生哲学」

講師海外生活カウンセラー・福永佳津子氏

休憩

琴アンサンブ ル、日本舞踊～花あやめ 、七頭

舞 、ディビットのフレンドシップ ・ソング 、

ハワイアンフラダンス 、花笠音頭ほか 、歌～

メモリーズほか、着付舞、ネパール民族ダン

ス 、倭舞（やまとまい）、オペラアリア

展
一不

押し花 、つまみ画、中国水墨画 、生け花、造形盆栽 、日

本刺繍（しし ゅう匸 ＮＧＯ団体活動報告

「見つけよう松戸」タウンウォッチング

わくわくフリ‾マ‾ケット　　　

松戸名物・名人コーナー　　　　

松戸の写真コーナー　　　　　　

市民団体活動紹介コーナー　　　

楽
し
み

な

が
ら

国
際
理

解
を

深
め

る

「
9
7松

戸

市

国
際

文
化
祭

」

を
開
催

し

ま
す

。

福
永

佳
津
子

氏
の

楽
し

い
講

演
会

や

国
際
色

豊

か

な
催

し
物

・
展
示

な
ど

、
家

族
で

楽
し

め

る
内

容

で
す

。

ど
う

ぞ

、
気
軽

に
お
出

か
け

く
だ

さ
い

。

日

時

…
１０

月
2
5
日
出

午
前

１０
時

（
９

時
3
0
分

開
場
）

～

午
後
３

時
3
0
分

（
入

場
は
随

時
で

き

ま
す
）

会

場

…
森
の

ホ
ー
ル
2
1
小

ホ

ー
ル

費
用
・：
無
料

糸
開
演

ま
で

に
入

場
さ

れ
た
人

に

は
、
助

松

戸
市

国
際

交
流

協
会
［
］
ゴ
マ

ー
ク

入

り
特
製

お

楽
し

み
グ

ッ
ズ

を
プ
レ

ゼ

ン
ト

。

※
保
育

あ
り
〔
要

予
約

、
一
人
二

百
円
（
お
や

つ
代

）
〕

圜

聯
松

戸
市

国
際

交
流

協
会

（
市

役
所

新
館

五
階

）

案

内

図

・ 松戸駅から徒歩約20 分

・ 松戸駅西口から京成バス｢戸ケ綺操車場｣ 行き､または東武バス｢ 三

郷団地耳 新和一丁目｣｢三郷市役所｣ 行きで、地蔵前下車徒歩５分

会場…松戸市公設地方卸売市場北部市場

圜北部市場S341-6161 番



歩こう会で

秋を見つけませんか
毎年、街路樹の葉

が色づくころ 、小金

地区の町会は､「歩こ

う会」を開催。小さ

い秋を見つけながら、

東 漸寺から２１世紀

の森と広場までの約

４气の道のりを一緒に歩きましょう。

大会開催にあたっては 、市民の健康づ＜リの

一環として市がお手伝いしています。

10 月19 日(Eﾖ)午前9 時30 分～11 時30 分( 雨天

中止) 集合場所東漸寺(JR 北小金駅南口徒歩５

分) 費用無料

※｢歩こう会｣ の問い合わせは､ 小金保健センター

0346-5601 番

摺市政協力委員小金地区長･竹内登3∠13-8146 番

ミ

ュ

ー
ジ

カ

ル

出
演

者

オ

ー
デ

ィ

シ

ョ
ン

1
0月
1
9囗
㈲
午
前
９
時
～
正
午

龠
珊

新
松
戸
幼
稚
園

対
乖
小
学
三

年
生
～
二
十
三
歳
　
定
員
二
十
人

内
容
1
2月
1
9囗
糜
公
演
の
「
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」
に
出
演

亶
劇
団
天
童

容
3
8
7
・
8
7
1
6

番

催
　

し
　

物

講

演
会

「
絵
本

育

児
学

の

す
す

め

」1
0月
1
7日
次
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
新
松
戸
南
パ
ー
ク
（

ウ
ス
集
会

所

対
乖
小
学
生
ま
で
の
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん

定
員
先
着
四
十
人
（
子

連
れ
可
）
　
講
師
劇
団
天
童
代
表
・

浜
島
代
志
子
氏

春
乕
二
百
円

圃
マ
ザ
ー
リ
ン
グ
の
会
・
松
成
昔
3
4
3

・
5
3
1
4

番

健

康

懇

談

会

「

循

環

器

疾

患

と

血

液

疾

患

に

つ

い
て

」

1
0月
1
6
日

米
午

後
７

時
～
９

時

会

場
新

松
戸
市

民

セ
ン

タ
ー

窖

貝

当
日

先
着
五

十
人
　

器
用

無
料

亶
愛
内

科

ク
リ

ニ

ッ
ク

昔
3
4
8・
4
8

1
7

番

ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

1
1
1
1

一
月

２
日

か
ら

毎
週

日
曜
日

（
全

二
十

回
）
午

後
１

時
～

３
時

会
璢

小

笙
北
市

民
セ

ン
タ

ー
　

内
容

カ

ン

ト

リ
ー
音
楽

で
踊

る

ア
メ
リ

カ
生

ま

れ

の

グ
ル

ー

プ
ダ
ン

ス
　

曹
用

一
回

五
百

円

鉗

松
戸

ス
ク

エ
ア

ダ
ン
ス

・
西

洋

昔

匐
・
り乙
１

７
６
番

審 議 会 等 の 委 員 の 選 任 等 に 関 す る 指

針 の 策 定

市で は、行政 に対 する市 民の意 見の反

映、専門的 観点 からの検討 な どを目的 と

した各種 の審議会 等 を設 置し てい ま す。

本 市行 政 リ スト ラ実 施計 画 で は、「市

民 と行 政の パー トナ ーシップの 強化」 を

目指 し、審議 会等 の改革 を検討 課題 とし

てきました。そこで、市民 参加 を得 た「開

か れた行 政」の 一層 の推 進 を図り 、審 議

会等 が今 までに も増し て本来 の機能 を＋

分に発 揮 し、公正 な行政 運営 を確保 する

た め、審議会 等委 員の選 任基準 につ いて

指針 を策定 し まし た。 そ の主 な内 容 は 、

次の とおりで す。

①委員 の在任期 間 を12年 までと する

②他 の審議会等 との兼 職を５件 までとす

る

③女性 委員の登 用促進 に努 める

④可 能な限り 公募によ る委員 の登用に 努

める

⑤市職員の 選任 は、特に必要 な場合 に限 る

圜総務 部総務 課

第
三
中
学
校
は
、
終
戦
後
ま
も
な
く
の

昭
和
2
2年
に
北
部
小
学
校
と
馬
橋
小
学
校

の
校
舎
を
借
り
て
開
校
さ
れ
、
独
自

の
校

舎

が
あ
り
ま
せ

ん
で
し

た
。
そ

の
た

め
、

当
時
の
卒
業
式
は
会
場
も
一
定
し

な
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
「
卒
業
証
書
」

を
受
け
取
れ
ず
に
い
る
人
も

い
る
こ
と

が

わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
人
た
ち
に
卒
業
証

明
書
を
発
行
し
、
創
立
五
十
周
年
記
念
式

典
の
中
で
五
十
年
目

の
卒
業
を
来
賓
や
在

校
生
と
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
す
。

日
時
：
ｎ

月
１
日
出
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
…
第
三
中
学
校
体
育
館

亘
第
三
中
学
校
昔
3
4
1
・
5
1
9
5

番

子どもたちの熱戦スポーツ大会

満身の力を 込めて投げました

家族で楽しめるイベント が盛りだくさん

青少年相談員の新松戸支部は、９

月ワ日馬橋北小学校で子どもたちの

健やかな成長と地域の人だちとの交

流を目的に、スポーツ大会を開催し

ました。

当日は、馬橋西地区・新松戸地区

の子ども会ソフトポールチーム13チ

ーム・ドッジボール16チームの児童

1
0月
1
9
日

㈲
午
前

Ｈ
時
～

午

後
３

時

命
璢

宝
酒

造

㈱
松

戸
工

場

（
皿

北
松
戸

駅
徒
歩

五
分

）
　

内

容
工
場

見

学

・
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
シ
ョ

ーー
・
歌

謡

シ

ョ
ー

こ
俣
擬
店

・
わ
ん

ぱ
く
広

場

ほ

か
　

菩
饋
一
入
場

無
料

※
車

で
の
来
場

は

で
き
ま

せ

ん
。

［
固
宝

酒

造

㈱

松

戸

工

場

総

務

課

昔

3
6
2
・
Ｏ

り乙
戸０
１
番

講演会｢ 病院ボランティアを考える｣

～東松戸病院ボランティア活動満1 年～

10月26日(日)午後１時30分～３時 会場

東松戸病院大会議室　講師聖路加国際病

院ボランティアグループ代表・長谷川純

子氏　定員先着30人　費用300円

圃電話で市立東松戸病院保健福祉医療室

0391  -5500番へ

野 鳥 観 察 会 （手 賀 沼 ）

10月26 日（日）午前８時松戸駅 東ロ デッ キ

上集合 、午後 １時現地解 散 （雨天中止 ）

内容沼 に集 まる水鳥な どの観 察　持ち物

観察用具 ・昼食な ど　費用 交通費実 費

孺拊 まつ ど街 と水辺 の緑化 基 金25345 ―

9846 番

震 災 に よ り 一 時 滞 在 さ れ て い る 神 戸

市 民 （有 権 者 ） の 皆 さ ん へ

10月26 日（日）は、神戸市長選 挙の投票日。

※不在 者投 票制度 が利 用で きます。

圜神戸 市選挙管理委 員会事務局登078 －

322-5816 番

タ
カ
ラ
ふ
れ
あ
い
祭
9
7

約４００人が集い 、

秋空の下 、元気に

戦いました。

小さなごみも見逃しません

参
加

者
は
、
「
ご
み

が
落

ち
て
い
な
い
、

い
つ
も
き
れ

い
町
で
あ
り
た

い
ね
」
と
気

持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
な
が

ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
集
め
、
作
戦
は
見
事
大
成

功
。

青 少 年 会 館 文 化 祭 ＆ 青 年 フ ェ ス テ ィ

バ ル フ リ ー マ ーケ ッ ト 出店 者 を 募 集

11 月９日（日） 会場青 少年会館　対象20

歳以上 の個人（30歳 までの人を優先） 区

画数30 ブ ース（抽選） 費用1 ブ ース(1 .8hu

×2.7fiC) 1,000 円（福祉関係 へ寄付）

圃10 月24日銜必 着で、往復 ハガキに住所

・氏名 ・年齢 ・電話番号 を記入して 、〒

270 松 戸市新松戸 南２の２青少年会 館フ

リーマーケ ット係(S344-8556 番） へ

愛の献血( 松戸ライオンズクラブ)

10月17日銜午前10時～午後４時　会場

伊勢丹松戸店前

厖健康課S366-7487 番

松戸市民柔道大会の開催

10月26日(日)午前9時30分から　会場運

動公園柔道場　対象市内各道場､中学校、

高校、市内在住・在勤者　内容個人の部

(小学1・2 年生の部ほか) ・団体の部

費用１人600円( 保険料を含む)

圜松戸市柔道連盟・安蒜S388-1665 番

夢はプロ 野球の選手です

や
そ
の
家
族
・
地
元
の
河
川

愛
護
団
体
の
皆
さ
ん
約
二
百

人
に
よ
り
、
街
の
ご
み
を
拾

９
月
1
5日
、
宝
酒

造
労
働
組
合
松
戸
支
部
の
主
催

に
よ
る
「
地
球
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」（
新
坂
川
沿
い
の

市
道
か
ら
馬
橋
駅
周
辺
ま
で
の
清
掃
活
動
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
社
々
員

町

を

き

れ

い
に

清

掃

活

動

み
ん
な
で
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦

毒蝮三太夫講演会「思いやり」

11月８日倒午後５時～７時　会場市民

劇場　定員先着300人（中学生以上） 費

用無料

※ハーモニカ・大正琴の演奏会など

惠電話で縋松戸青年会議所≪365 ―0234

番（平日の午前10時～午後４時）へ

食生活講座

会場五香市民センター　定員先着15人

対象本講座を初めて受ける人　費用無料

日　時 内　　 容

11/4 ㈲

午棉

貯

正午
幹

頌

分

健康と食生活について（お話し）

スピ ード料理（実習）

11 ㈹

健康づ＜リと運動・休養について

（お話し）

手軽にできるヨガ（実技）

18(火)

家族そろって生活習慣病を予防し

よう （お話し ）

野菜をいっぱい食べよう （実習）

2馴
成長期のための食生活（お 話し）

子ども 向け食事 （実習）

匝]電話で常盤平方面保健室0384 ―1333

番へ

五
十
年
目
の
卒
業
式

小金・馬橋・

新松戸支所版



みんなで安全・

安心の道路づくり
8月ワ日 、常盤平駅 から常盤平 支所

にかけた地 区の道路づく りにつ いて 、

町会長 一商店 会長 ・小 学校長 ・警察

関係者 ・市 との会合 が開か れまし た。

こ の地 区は 、さく ら 通りやけ やき

通りなどの 市を代表 する 道路 があり 、

多 ＜の施設 が集中 する ほか 、人 や車

が集まる 住宅地とな ってい ます。一

歩、裏道へ入ると終日駐車や放置車

両 が非常に多 ＜ 、歩 道も無い ので 、

子ど もやお年 寄り が安心し て歩ける

状況ではあり ません 。

そ のためこ の会合 では 、安 全 一安

心 ・快適な 道路づくり を目 標に計画

づ ＜リを進 めてい ます。

圉]常盤平 コミュニ ティーゾ ーン 形成

事業 協議会 事務局( 市 道路 管理 課内)

９
月
1
3
日

午
後
８

時

か
ら
深

夜
に

か
け

て
、
小

金
原
地

区
内

の
町

会

・

自

治

会
の
自

主
防
災

組
織

に
所

属
す

る
地
域

防
災

リ

ー

ダ
ー
や
防
災

協
力

員

が
中

心
と

な
り

、
夜

間
防
災

訓
練

が
行

わ
れ
ま
し

た

。

「
自

分
た

ち

の
町

は

、
自
分

た
ち

で
助

け
合

い

・
守

る
」

を
基
本

に
小

金

原

連
合
町

会

が
計
画
し

、
警

察

・

消
防
署
・
東
京
電
力
な
ど
多
く
の
人

た
ち

の
協
力

を
得

て
、

避
難
収

容
訓

練

・
初
期
消

化
訓

練

・
救

出
救

助
訓

練

・
炊
き
出

し
訓

練
な

ど
を
実

践
。

全
国
で
か

珍
し

い
夜
間
訓
練

で
は
、

参
加

者

の
真

剣

な
ま
な

ざ
し

が
印
象

的
で

し
た

。

今

回

の
訓

練

に
つ

い
て
、
小

金
原

連

合
町

会

の

高

橋

宏
事

務

局
長

は
、

「
土
曜
日

の
夜
間
に
こ
れ
だ
け
の
規

模
の
訓
練
が
成
功
し
た
の
は
、
皆
さ

ん
の
協
力

が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。
災

害
時
に
は
、
必
ず
こ
の
訓
練
が
生
か

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

いざ という ときのため 、みんな真剣です

八柱あいさつまつり＆ふれあい広場で楽しむ
k9 月28 日、八柱駅前通りとサンセット通りを歩行者

天国にして、八柱あいさつまつリ＆ふれあい広場が開

催されました。

少し汗ばむほどの陽気で、多くの人がミニSLや和

太鼓の演奏・射的などを楽しみました。

また、サンセット通りで行われたバザーの売上金は、

ユニセフを通じてアフリカ難民救済に使われます。

ちびっこに大人気のミニSL 、長蛇の列ができました

出
張
所
駐
車
場
前
　
内
容
①
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
②
神
輿
・

山
車
が
各
町
会
を
巡
回

頁
小
金
谷
登
3
8
7
・
0
0
3
1
番

②
2
6囗
賄
午
前
1
1時
～
午
後
４
時

会
場
①
六
実
駅
前
②
千
葉
銀
行
六
実

催
　

し
　

物

六

実

ふ

る
さ

と
秋

祭

り

①
1
0月
2
5日
出
午
後
３
時
～
1
0時

みんなおいでよ 秋祭り
秋 ま つ り イ ン サ ン ロ ー ド

毎年 、大勢 の人 でに ぎ わう 秋ま つ

リ イン サン ロ ード が開 催さ れ ます。

１０月２５日出 正 午 か ら 午 後 ４ 時

（雨 天 中 止）　 会 場 イ ト ーヨ ー カ ド

一 五 香店 前 ・西友Ｄ００ＹＡ前　 内 容

フ リ ーマ ーケ ット ・大ビ ン ゴ大 会

ｉ[固サンロード五香商店街振興組合・野村S386-2929 番

学

習

会

「

遺

伝

子

組

み

換

え

食

品

っ

て

な

に

」

1
0月
2
1
日

㈹

午

前
1
0
時

～

正

午

龠
場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
大

会

議

室
　

内

容

囗

に
入

っ

て

く

る

も

の

を

も

っ
と

知

っ

て

み

ま

せ

ん

か
　

定

員

七

十

人

普
用

二

百

円

（
資

料

代

）

※

無

料

保

育

あ

り

、

要

予

約

撻

生

活

ク

ラ

ブ

生

協

松

戸

支

部

登
3
8
5

・
4
6
4
6

番

写

真

に

よ

る

高

校

案

内

展

パ

ー

ト

３

「

ど

の

子

に

も

輝

く

青

春

が

あ

る

」

1
0月
2
5
日

出

午

前

‥‥１１
時

～

午

後

６

時

・
2
6
囗

㈲

午

前

９

時

～

午

後

５

時

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

春
用

無

料

趙

ま

つ

ぽ

っ
く

り

子

ど

も

を

語

ろ

う

会

・

渡

辺

登
3
8
4・
5
0
0
6

番

学

童

ま

つ

り

1
0月
1
9
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

（
雨

天

決

行

）
　

会

場

ひ

ま

わ

り

第

二

学

童

保

育

所

（
高

木

第

二

小

学

校

内

）
　

内

容

バ

ザ

ー

・
工

作

・
遊

び

コ

ー

ナ

ー
ー
・
文

化

行

事

・

各

種

模

擬

店
※

バ

ザ

ー

物

品

の

提

供

受

け

付

け

中

亘

ひ

ま

わ

り

第

二

で

里
保

育

所

容
3
8
5

・
5
6
7
0

番

◇ 講 演 会｢ ネ ア ン デ ル タ ー ル 人 と の

出 会 い ～ デ デ リ エ 洞 く つ の 発 掘 か ら｣

11 月 ９日日 午 後 １ 時30 分 ～ ３ 時　 会 場

市 立 博 物 館 講 堂　 講 師 国 際 日 本 文 化 研 究

セ ン タ ー 教 授 ・ 赤 澤 威 氏　 定 員80 人( 抽

選)　 費 用 無 料

◇ 博 物 館 体 験 教 室｢ 縄 文 土 器 を 作 る｣

11 月９日(日)・15 日出 ・16 日(日)・23 日(日)、

12 月14 日 ⑧ の 各 午 前10 時 ～ 午 後 ４時( 全

５回 、 ９日 ・23 日 は 正 午 ま で)　 対 象 中

学 生 以 上 の 全 回 参 加 で き る 人(15 日 は 午

後 か ら の 参 加 も 可)　 定 員15 人( 抽 選)

費 用 無 料

圃 い ず れ も10 月31 日 廊〔必 着 〕ま で に 、 往

復 ハ ガ キ に 住 所 ・ 氏 名 ・電 話 番 号 ・ 講 演

会 ま た は 教 室 名 を 記 入 し て 、 〒270-22 松

戸 市 子 駄 堀671 市 立 博 物 館 講 演 会 係 ま た

は縄 文 土 器 を 作 る 係( ■B384 ―8272 番) へ

東松戸病院眼科外来休診のお知らせ

休診日10月17日銜

闊市立東松戸病院総務課医事係25391 ―

5500番

ビ デ オ編 集 講 座

①初級＝10 月17 日銜・18 日出 ・19 日日

②中 級＝10 月18 日出 ・19 日（日） 時 間①午

前の部＝ 午前10 時 ～正午 、午後 の部＝ 午

後 １時30 分～ ３時30 分 ②午 後１時30 分～

４時30 分　定員 ①各回３人②各回１人（各

先 着順）　 会場 森の ホール21 情 報セ ンタ

ー　内 容自 分で撮影 し たビデ オにタ イト

ル・音楽 な どを入 れ、 オリジナ ル作品 を

作 る　持 ち物 自分 で撮影 し たビ デ オテ ー

プ と新しいビ デ オテ ープ　費 用無料

圃10 月15 日團 午前10 時 から、電 話で森の

ホール21 情報 センター0384-5050 番 へ

防 火 管 理 講 習 会

甲種＝11 月12日出・13 日出 、乙 種＝11

月14 日銜　時間各午 前9時30 分～午 後5 時

会場市 消防 局　定 員先着150 人　 費用 甲

種4,000 円・乙種3,500 円( テキス ト代)

匣]10月23 日㈲～30 日(淞の間に 、直接市内

各消防署 または消防局予 防課へ

[鬩消防局 予 防課S363-1111 内 線208 ～

210 番

素

晴
ら
し

い
作
品
が
で
き
ま
し

た

常盤平・小金原・

六実支所版

※身近な情報をお寄せください。

ま
す
。

現
在
、
会
員
は
八
人
。

斉
藤
柳
香
先
生
の
指
導
の

も
と
、
み
ん
な
で
楽
し
み

な
が
ら
花
を
生
け
て

い
ま

す
。
完
成
し
た
作
品
は
、

毎
回
、
六
実
支
所
に
展
示

さ
れ
、
支
所
を
訪
れ
た
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

錆
奥
様

い
け
花
会
・
石
戸

登
3
8
3
・
4
6
0
6

番

奥
様
い
け
花
会
は
、
今

年
の
一
月
か
ら
六
実
市
民

セ
ン
タ
ー
で
生
け
花
の
け

い
こ
を
隔
週
で
行
っ
て
い

六
実
支
所

根木内中男子バレー部
全国 ベスト16 に

根木内中学校男子

バレーボール部は、

第２ワ回全日本中学

校バレーボール選手

権大会に出場。

8月22日から25 日

生
花
で
安
ら
ぐ

の四日間、香川県善通寺市民体育館で熱戦を繰り広げま

した。生徒たちは持てる力を遺憾なく発揮し、全国ベス

囗6 の堂々たる成績を収めました。

旅 を 撮 る ・ 秋 を 撮 る

10 月25日出 ・26 日(Eﾖ)各午前10 時～午後

４時　 会 場 森 の ホ ール21 情報 セン タ ー

内 容ア マチュ アカ メラマ ンの立場 か ら撮

影 や編集 のテ クニ ック等 を実技 を交 えて

習 得 する　講師 ＮＨ Ｋデ ィレ クタ ー・ 松

本 豊美氏　定 員先着各15 人( 小学5 年生以

上) 持ち物ビ デ オカ メラ・自 分の撮影 し

たビデ オテ ープ( なく ても可) 費 用無料

惠10 月15 日冰)午 前10 時から、電話 で森の

ホール21 情報 セン ター登384-5050 番へ

松 戸 市 民 陸上 競 技 選 手 権 大 会

11 月２日日 午前 ９時 か ら　会場 運動 公

園陸上競技 場　種目 一般=1  oofii;・3,000

似;･走幅跳・砲丸 投(4  kg)、小学 生＝100

な ・1,  oooftt・走 幅跳 ・ ボー ル投　 費 用

１種 目100 円( 当 日会場 で)

匝]10月26 日(日球 でに、 ハガキまた はフ ァ

クス で住所・氏 名・ 年齢 ・電話 番号・ 出

場種目 を記入 して、 〒270-22 松戸 市五 実

六実250 の32 松 戸市 陸上 競技 協会 ・鵜 澤

勇SHI384 ―7550 番へ

健 康 で 明 る い 県 民 づ く り 運 動 「松 戸

市 ウ ォ ー ク ラ リ ー 大 会 」

11 月30 日（日）午前10 時 か ら　定 員各 コー

ス75組 （ ３～ ６人 を１組）

匣11 月５日團 〔消印有 効〕 まで に、往復

ハ ガ キにチー ム代表 者氏名 ・住所 ・電話

番 号・ コ ース番号 （第２希望 まで ）と 参

加者全 員の氏名・年齢 を記 入して、〒271

松戸 市上本郷4434 運動公園内 スポーツ課

(S363-9241 番） へ

コース名 距離
スタ ート

地点
コース内容

①ネイチャーふれ

あいコース
4.0km運動公園

一周し て戻

る

発見・探検・よく見てコース
4.5km松戸駅

隠れた名所

を紹介

③･ゆっ＜リ歩こう

八柱からコース
5.0km新八柱駅

森林浴・ご

み拾いあリ

④むかしばなし寄

り道コース
5.0km馬橋駅 家族向け

⑤ぐるっとまわっ

て健脚コース
6.0km常盤平駅

健脚の人向

け

※ゴール地点 は、

公園で す。

いずれのコースも運動

県
内
初
の
夜
間
防
災
訓
練

に
千
人
参
加



みのり台ふるさと祭り

４
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
、
元

気
に
神
輿
を
担
ぎ
ま
し
た

10 月４日 ・５日 、稔台 神社境 内と稔台中 央通り を

会 場に、 みの り台ふるさ と祭り が行われまし た。

この 祭り は、昭 和２０年10 月３日 、当時 練兵場 た

っ た稔台 に開拓 の鍬 （く わ） が入った日 を記念 して

始 め られた もの で、 神輿 （み こし ）や 山車 の巡 行、

カ ラオケ 大会、 祭り太鼓 と盛り だく さ ん。 ５日 は天

気 にも 恵ま れ､ たくさ んの人が模 擬店をのぞき 込み、

お 店の人と「お買 い得だよ」「もうち ょっとま けてよ」

と やり 取りを 楽しんでい ました。

昨年の神輿渡御

女

神
輿

な
ど
、
宮
出

し

は
午
後
１

時
、

宮
入

り

は
午
後

６
時

を
予

定
）、
演

芸

大
会

（
午

後
６
時

丿
分

か
ら
）

梵

深
山

翦
・
1
0
3
1

番

大

会

（
午

後

６

時

丿

分

か

ら

）

ほ
ん
み
や
　

し

し
　
　
　

ご
ぜ
ん
す
え

1
9
日

亙

令
宮

（
獅

子

舞

、
御

膳

据

、

御

膳

囃

子

）
、

神

輿

渡

御

（
大

神

輿

、

1
0月
1
8日

出

・
1
9日

韭
に

矢
切

神

社

の
祭
礼

が
行

わ
れ
ま

す

。

今

年
は
合
祀

四
十
五
周

年
を

迎
え
、

式
年

祝
賀

大
祭

と
し
て

さ
ま

ざ
ま
な

行
事

が
執

り
行

わ
れ
ま

す

。

五

年
に

一
度

の
大
祭

で
す

。
皆

さ

ん

の
参
加

を
お
待

ち
し

て

い
ま

す

。

1
8囗

茜
忸
児
奉
賛

（
稚
児

行
列

、

矢
切

駅

か
ら
矢
切

神

社
ま
で

、
午
後

３

時
か
ら

）
、
宵
宮
（
宵

宮
祭

、
宵

囃

子

の
奉
納

、
午
後
６

時

か
ら
）
、
演

芸

河原塚小 の児童も 南洋小の踊りに飛び入

りで参加

友
達
が

松
戸
市
を
訪
問

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

９
月
９

囗

、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

の

南

洋
小

学
校
児

童
合

唱
団

が
河

原

塚

小
学

校
と

聖
徳
大

学

附
属
小

学

校

を
訪

れ
、

国
際

音
楽

交
流
を

行

い
ま
し

た

。

河
原

塚
小

で

は
、
体

育
館

で
行

わ
れ

た
児
童

集
会

に
南

洋
小

の
児

童

が
合

流

。
河
原
塚

小

は
和
太

鼓

演
奏

、
南
洋

小

は
民
族

舞
踊

な
ど

を
披
露

し
ま

し
た

。
そ

の
後

、
ク

ル

ー
プ
に
分

か

れ
て
五

よ
（

年

生

の
ク

ラ
ス
を

訪

れ
、
あ

や
と
り

や

け
ん
玉

な

ど
で

ク
ラ
ス

交
流

を
楽

し

み
ま

し
た

。

引

き
続

き
訪

れ
た
聖

徳
小

で
は

「
会
食

（
給
食

）
」
を
体

験

す

る
な

ど
、
友
好

親
善
を

深

め
ま
し

た
。

矢
切
神
社
式
年
祝
賀
大
祭

※身近な情報をお寄せください。

県 北西 部地域高 校1 年生 サッカ ー大会で 、市立 松戸高 校サッカ

ー部が2 年 連続(3 回目) の優勝を 飾り ました。

大会 は８月５日から９日ま で行 われ、２０チ ームが 参加。４ブ ロ

ックに分 かれた予 選リー グの５チ ーム総当 たり戦で 全勝し 、各ブ

ロ ック1 ・2 位までの ベス トエイ トに名 乗りを 上げた 同部 は、決

勝 トー ナメン トでも 、 初戦 の小金 高に３対1 、準 決勝 柏陵 高に９

対Ｏ、決勝戦 は柏南高 に３対1 と 快勝しまし た。

今後の活躍 が楽し みで す。　

市立松戸高校サッカー部が優勝

優
勝
し
た
イ
レ
ブ
ン

市内6番目の

地区社協が誕生

東
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
９
月
2
8日
に
発

足
し
、
東
部
市
民
セ
ン
タ
土

二
階
に
事
務
所
を
設

置
し
ま
し
た
。

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
の
明
る

く
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
の
住
民

に
よ
る
自
主
的
な
福
祉
活
動
の
推
進
を
目
指
し
、

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

鬩
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

登
3
6
8
・
0
5
0
3

番

戸

定

祭

（
千

葉

大

学

園

芸

学

部

学

園

祭

）

1
1月
１
日

出
～

３
日

癲
、
午

前
９

時
～

午
後
４

時

（
最
終
日

は
午

後
３

時
ま

で
）
　

会
場
千

葉
大

学
園

芸
学

部

（
松
戸

駅
東
口
下

車

、
徒

歩
十
三

分
）
　

内

容
昧
緑

的

（
み

り
ょ

く
て

き
）

を

テ
ー

マ
に
、
植
禾

市

・
模

擬

店

・
研
究

展
示

ほ
か

問
千

葉
大

学
園

芸
学

部
戸
定

祭
実
行

委
員

会

（
千

葉

大
学
園

芸
学

部
厚

生

係
内

）

公

沺
・
1
2
2
1

内

線
4
2

1
4

番

フ

ラ

イ

デ

ィ

歌

謡

サ

ー

ク

ル

・

歌

謡

ボ

ー

カ

ル

同

好

会

カ

ラ

オ

ケ

生

涯

学

習

成

果

発

表

会

1
0月

丿
日
啝

午
前
1
0
時
～

午
後

４

時

会
場

市
民
劇

場

内

容

カ
ラ
オ

ヶ
発

表

と
作
曲

家
新
井

ゆ
た
か
氏

に

よ

る
歌

の
指
導

ほ

か
　

善
用

無

料

問

金
田

登
謁
・
0
1
8
2

番

子

育

て

セ

ミ

ナ

ー

「

お

子

さ

ん

と

一

緒

に

楽

し

む

芸

術

の

秋

」

1
0月
2
5
日
出

午
前
1
0
時

～
Ｈ
時
1
0

分

龠
場

野
菊

野
保
育

園

内

容

バ

ク
さ
ん

の
お
も
し

ろ
よ
ろ

ず
や
（
歌
・

物

ま
ね

・
手

遊
び

な
ど
）
　

対

象
乳

幼

児
と

そ

の
家

族
　

定
員
先

着
百

五

十
人
　

曹
用

無

料

圃
1
0
月

Ｊ

囗
丱
ま

で
に

、
電
話

で
野

菊
野
保

育
園

昔
莇
・
8
3
8
5

番

へ

上

本

郷

第

二

小

学

校

創

立

二

十

周

年

記

念

「

上

二

小

ま

つ

り

」

1
0月
1
8
日

出
午
前
1
1
時
4
0
分

～
午

後
３
時

（
雨
天

決
行

）
　

会
場
上

本

郷
第
二

小
学

校
　

内

容
出
店

こ
俣
擬

店

・
も
ち

っ
き

懿
上

本
郷

第
二
小

学
校

事
務
局

登
双

・
3
4
1
3

番

地方自治 法第242条 第１項の規 定に基づき､ 平

成 ９年 フ月16日付 をもって提出さ れた「松戸市

職員措置 請求 書」につい て、同条第 ３項の規定

により 、監査を実施 したので、その結果 の概要

を次の とおり公表 します。

平成 ９年 ９月３日

松戸市 監杏委 員　　 阿部芳 徳

同　　　　　 川村幸信

同　　　　　 伊原　 要

同　　　　 上原 勝

監 査 の 実 施

１　請求の要旨

ア　 国有 財産里道 （認定 外道路） の境界確定

手法 を国有財産 法第31条の ３で「協 議」と定め、

協議 手法 の細目は 建設省会発280 号の通達 の準

則 として千葉県知事に より 「指定市 の長又は指

定市 が管理する国道 、県道 及び市町村 道並びに

準用河 川の用に供 されている国有財産 に関する

境 界確定 事務取扱要領」 として定 められ、松戸

市長 は昭和61年 ４月１日より前記要領 を施行す

る事 となってい る。

とこ ろが、前記通達 を公開せず隠 し続け、平

成 ９年 ６月の定例市議会 での質問 で通 達がある

こ とが確認 された。

建設 省は前記通達にお いて、里道 の境界確定

申請 者の反文利則前後左右 の地権者 を協 議適格者

とし協 議により、幅員 と通行権 を確保 する協議

を行うよ う指 示し、紛争 を防 止している。 通達

は行政間の契約 であり、反古に してはならない 。

通達を隠し､通達の露見 を恐 れ､裁判 を盾に し､顧

問弁護士に全 てを任 せるのは本末輻 到であ る。

市当局 が､11年 間の長期に及 び通 達を隠 し､こ

れを順守 しなかったこ とに起 因 し境界確定紛 争

[千葉地方 裁判 所松戸支部 昭和60年( ワ) 第262 号

及び東京高等 裁判 所平成 フ年( ネ) 第898 号( 以下

｢境界確定 等請求事件｣ とい う。)] が生 じたもの

で、こ れを知 りなが ら弁護 を引き受 け続 けた顧

問弁護士 への報酬 は不当報 酬である。よ って昭

手口61年 ４月１日の前記 の通達 により 、里道 の管

理事務 を受任 した以後 、市議会で通達 の存在を

認め た平成 ９年６月13 日までの弁護費用 は不当

支出 であり 、市長 に返還を請求する。

イ 平成 ９年 ７月10日付に て松戸 市長より、土

木部道 づくり課が発注 した幸谷 ７９６番 １の土

地の 造成 ・土止めの工 事内容は検討中 との回答

を得 たが、工事内容 の女口佃Jを問 わず、私有 地内

の私的工 事に公金の使用 は不当支出 であ り、市

長に返還 を請求 する。

以上 を監杏 請求 の要旨と解し た。

２　監杏の対象事項

監査 の対 象事項 は、措 置請求書に記 載された

請求 の趣 旨及び陳述 の内容 から判断 して､｢公金

の返還請求｣ とした。

なお､ 地方 自う台5去第242条 第2項 の規定 により、

平成 ９年 ７月16 日から過去 １年分 を公 金の返還

請求の対象 とした。

３　 請求人 の証 拠の提出及 び陳 述請求人に対 し

て、地方自治 法第242 条第 ５項 の規定に基づ き、

平成 ９年 ８月13日新 たな証拠 の提出及び陳述 の

機 会を与 え、こ れを行った。

４　 監査の方法

松戸市長 から関係書類 の提出を求める ととも

に、平成 ９年 ７月28日 、関係 職員 から事情 を聴

取し、監杏 を実施 した。

監 査 の 結 果

(主文)

本件監杏請求に は､ 理由がない もの と認 める。

(理由)

(1) 請求の要旨アについ て

請求人 の主 張につい て、関 係課の事情聴取 及

び関係法令等 を検討 した結果、｢通達 を隠し、こ

れ を順 守 しなかっ た｣ とい うこ とについ て は、

通達 を隠 した事実はな かった。また、松戸 市の

境 界確 定業 務は、前記通達 が出さ れる以 前から

既に、境界確 定申請 者の反文が則前後左右 の地権

者を協議適格 者とし て協議 を行っており 、通達

の趣旨 は全 うさ れ順守 されている。故に 、請求

人の主張に は理由 がない 。

ま た、｢通達 を隠し、通達 の露見 を恐 れ、裁判

を盾に し、顧 問弁護士に全 てを任せる のは本末

転倒である。｣との主張につい ては、通達 は隠し

たり、露見 を恐 れるような性質の もの ではなく、

関係官庁 で閲覧するこ とができ、請求人 の本監

査請求 の証拠 書類にある ように容易に入手 でき

るものである。

催
　

し
　

物

なお、市 が被 告（国）の補助 参考人 として係

争 中の境 界確 定 等請求事件 で「通達 隠 しを知り

ながら弁護 を引き受け続 けた顧問 弁護士 への報

酬は不当報酬 であ る。」との主張につい ては、提

訴があ れば、その正当性 を明 らかにする必要性

から、裁判 を専 門的知識 を有 する弁護士に委 ね

ることは 、行政 にも許 された行為 であり、弁護

費用は不当支出に は当 たらない。

ま た、本件 に かかる予 算の執行 につい ては 、

滴TFになさ れている。

以上のこ とから判断 して、市当局 の措置 は妥

当 であると思料 される。

（2） 請求 の要旨イについ て

「土木部道 づくり課 が発注 した幸谷 ７９６番

１の土地の造成 ・十I卜めの工 事内容は検討中 と

の回答を得 たが、工事内容 の女口f可を問 わず、私

有 地内の私的工 事に公金の使用 は不当支出 であ

る。」 との請求人の主張 につい て調 査した結果 、

工事内容 は私有 地内の私的工 事ではなく、市 が

暫定道路 として借用 してい た土地 を、契約に基

づき返還する ための工 事である。

なお、本工 事は隣接住民 から当 該用地 を返還

することに より 道路幅員 が狭隘 となる等の意 見

があり、地元住 民の利便性 も考 え再検討 する必

要性から平成 ９年 ６月25日付 けをもって、契約

ヵ桷耶余さ れている。

故に、本工 事に係る公金 の支 出はなく、 また

請求大のいう不当支出に も当 たらない。

面］監査 委 員 事務 局

本庁・矢切・

東部支所版

監査結果 の公表
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